
22 21

徳
島
大
学
は
、
本
学
を
支
え
て
く

だ
さ
る
多
く
の
学
生
・
保
護
者
、
同

窓
生
及
び
地
域
の
皆
様
方
に
対
し
、

財
務
情
報
の
提
供
に
よ
り
、
大
学
の

財
政
状
態
及
び
運
営
状
況
を
明
ら
か

に
し
、
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
な
責
務
の

一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
財
務
レ
ポ
ー
ト
は
、
徳
島
大

学
の
現
在
の
財
務
状
況
を
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め

に
、
平
成
26
事
業
年
度
財
務
諸
表
を

も
と
に
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
４
月
、
徳
島
大
学
は
他

の
国
立
大
学
と
同
様
に
法
人
化
し
、

国
か
ら
独
立
し
た
経
営
体
と
し
て
の

運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
平
成
26

年
度
で
法
人
化
後
11
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

平
成
26
事
業
年
度
は
、
附
属
病
院

収
益
な
ど
の
増
加
、
平
成
26
年
3
月

に
導
入
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
る

光
熱
水
料
の
減
少
や
、
環
境
整
備
の

た
め
の
修
繕
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り

利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
他
の
国
立
大
学
法
人

と
同
様
、
財
政
基
盤
の
多
く
は
国
か

ら
の
補
助
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
補
助
金
の
大
部
分
を
占
め

る
運
営
費
交
付
金
は
、
法
人
化
翌
年

の
平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
減
額
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
徳
島
大
学
の

財
政
基
盤
が
毎
年
厳
し
く
な
る
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
引
き
続
き
安
定

し
た
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
経
費

の
節
減
を
図
る
と
と
も
に
自
己
収
入

の
増
加
及
び
競
争
的
資
金
の
獲
得
に

努
め
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 国立大学法人徳島大学

財務レポート
Tokushima University Financial Report

貸借対照表の概要損益計算書の概要

資産の部
土地
建物
建物附属設備
構築物
工具器具及び備品等
図書
投資有価証券（国債等）
現金及び預金
未収附属病院収入
有価証券（譲渡性預金等）
その他

資産の部合計

経常費用
業務費
　教育経費
　研究経費
　診療経費
　教育研究支援経費
　受託研究等経費
　人件費
一般管理費
財務費用
雑損
　経常費用合計

経常収益
運営費交付金収益
学生納付金収益
附属病院収益
受託研究等収益
施設費収益
補助金収益
寄附金収益
資産見返負債戻入
財務収益
雑益
　経常収益合計

臨時損失
固定資産除却損
その他臨時損失
　臨時損失合計

臨時利益
徴収不能引当金戻入
その他臨時利益
　臨時利益合計

当期総利益
当期総利益

前中期目標期間繰越積立金取崩額・目的積立金取崩額

前中期目標期間繰越積立金取崩額
目的積立金取崩額

負債の部
資産見返負債
センター債務負担金
長期借入金
未払金
運営費交付金債務
寄附金債務 
その他
　負債の部合計

純資産の部
資本金
資本剰余金
利益剰余金
その他有価証券評価差額金
　純資産の部合計

負債及び純資産合計
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95.3
27.6
23.7
92.3
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0.0
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0.0
0.0
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増減増減 増減

増減 増減

増減 増減

増減

増減

（単位 : 億円）（単位 : 億円）

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも計及び増減は一致しません。 

注）単位未満を四捨五入しているため、必ずしも計及び増減は一致しません。

【資産の概要】
・土地が全体の約４割を占めています。
・建物・建物附属設備・構築物の減は、フロンティア研究センター、総合研究棟 
   等を建築しましたが、減価償却費がこれを上回ったことによるものです。
・工具器具及び備品等の減は、病院医療設備のPET－CT診断システム等を整備
  しましたが、減価償却費がこれを上回ったことによるものです。
・投資有価証券（国債等）の減は、有価証券（譲渡性預金等）への勘定科目の変
   更によるものです。
・有価証券（譲渡性預金等）の増は、投資有価証券（国債等）からの勘定科目の
   変更、譲渡性預金及び定期預金の増加によるものです。
・その他の増は、病院外来診療棟新営工事の前払金の増加等によるものです。

【経常費用の概要】
・経常費用は、人件費が全体の約5割を占めています。
・診療経費は診療報酬獲得のために要する経費で、約6割近くが医薬品や診療 
  材料にかかるものです。診療経費の増は、附属病院収益の増加による医薬品
  等の増加及び減価償却費の増加によるものです。
・人件費の増は、東日本大震災に係る臨時特例法の終了に伴う給与の増加、人
  事院勧告に伴う賞与の増加及び非常勤教職員の人員増等によるものです。
・一般管理費の減は、環境整備事業充実に伴う修繕費の減少によるものです。

【負債の概要】
・センター債務負担金及び長期借入金が全体の約4割を占めています。
・長期借入金の増は、病院外来診療棟及び医療設備整備のための借入金（29.9億　
　円）によるものです。
・運営費交付金債務の減は、翌年度への繰越額が前年度より減少したことによるも  
   のです。
※センター債務負担金
　法人化以前に病院の建物や設備充実のために借り入れたもの
※長期借入金
　法人化後に病院の建物や設備充実のために国立大学財務・経営センターから借り
　入れたもの

【経常収益の概要】
・経常収益は、運営費交付金収益と附属病院収益で全体の約8割を占めています。
・運営費交付金収益の増加は、東日本大震災に係る臨時特例法の終了等に伴う交
   付額の増加によるものです。一方で、文部科学省からの運営費交付金は大学改革
   促進係数（平成26年度△1.3％）の影響により毎年減少しております。
・附属病院収益は、平均在院日数の短縮及び手術件数の増加等により2.7億円の増
   加となっています。

負債構成（26年度）資産構成（26年度）

経常収益構成（26年度）経常費用構成（26年度） 負債合計
538.3億円

資産合計
1,190.0億円

経常収益合計
436.2億円

経常費用合計
422.0億円

資産見返
負債23%

センター債務
負担金18%

未払金20%

運営費
交付金債務
2%

寄附金債務
12%

その他 2%

土地
38%

建物
19%

現金及び
預金 8%

建物附属
設備
8%

構築物 2%

工具器具及び
備品等 8%

図書 2%

投資有価証券
（国債等） 2%

有価証券（譲渡性預金等） 4%

その他 6%未収
附属病院
収入3%

学生納付金
収益10%

運営費
交付金収益
28%

その他
7%

附属病院収益
48%

受託研究等経費4%

教育、研究、
支援経費
11%

診療経費
33%

人件費
48%

財務費用 1%

一般管理費
3%

受託研究等
収益 4%

寄附金収益 3%

貸借対照表は、決算日（平成27年3月31日）における徳島大学の全ての資産、負債及び純資産を記
載することによりその財政状態を明らかにすることを目的としています。

損益計算書は、事業年度内に徳島大学が実施した事業等により発生した全ての費用と収益を記載
することによりその運営状況を明らかにしています。

長期借入金
23%
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本
事
業
年
度
は
、
10.
８
億
円
の
利

益
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
病
院
収
入

等
の
増
加
、
業
務
の
見
直
し
に
よ
る
経

費
の
節
減
な
ど
の
経
営
努
力
に
よ
る
利

益
の
ほ
か
に
、
国
立
大
学
法
人
に
お
け

る
固
有
の
会
計
処
理
に
よ
る
非
資
金
的

項
目
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
経
営
努
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
利
益
に

つ
い
て
は
、
目
的
積
立
金
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
後
、
中
期

計
画
の
確
実
な
実
施
の
た
め
効
率
的
な

活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤
を

支
え
る
運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

毎
年
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

本
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
「
知

を
創
り
、
地
域
に
生
き
、
世
界
に
は
ば

た
く
徳
島
大
学
」
と
し
て
、
教
育
・
研

究
・
社
会
貢
献
及
び
診
療
の
各
分
野
に

わ
た
っ
て
、
そ
の
充
実
と
不
断
の
見
直

し
・
改
善
や
機
能
強
化
を
図
り
、
国
立

大
学
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に

は
安
定
し
た
財
政
基
盤
が
必
須
で
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
、
経
費
の
削
減
、
自

己
収
入
の
増
加
及
び
競
争
的
資
金
を
獲

得
す
る
な
ど
財
政
運
営
の
強
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

目的積立金 （承認額）当期総利益

主な施設の整備
（病院）外来診療棟
新営（平成27年9月
開院）

（南常三島）フロ
ンティア研究セン
ター新営（平成
26年12月完成）

　国立大学法人は、原則として企業会計に基づき会計処理を行いますが、公共的な性格を有していること、利益の獲得を目的しないこと、独
立採算制を前提としないこと、補助金（運営費交付金）を受けて事業を実施する法人であることなどから、損益均衡の原理が会計制度の基本
となっています。一方で、経費の節減、自己収入の増加など経営努力を行った際には利益が生じることになり、当期総利益のうち文部科学大
臣の承認を受けた額については目的積立金として積み立てられ、翌事業年度への繰り越し及び使用が可能となります。平成26年度は、平成25
年度における剰余金として0.2億円の繰り越し承認を受けました。
　この目的積立金は、徳島大学の中期計画で定めた使途に充てることができ、「決算において剰余金が発生した場合は、教育研究の質の向
上及び組織運営の改善に充てる」と定めています。

蔵本地区　　　        総合研究棟（医学系）新営工事 ［平成26年7月完成］
　　　　　　　        外来診療棟新営工事 ［平成27年9月開院］
南常三島地区　       フロンティア研究センター新営工事 ［平成26年12月完成］
　　　　　　　        地域創生・国際センター新営工事 ［平成27年6月完成］
平成27年度工事    （石井）創薬・医療機器開発施設新営工事 〈平成27年12月完成予定〉
　　　　　　　     （南常三島）第一食堂改修工事 〈平成27年12月完成予定〉
　　　　　　　     （蔵本）基幹・環境整備（排水設備等改修）工事 〈平成28年1月完成予定〉
　　　　　　　     （病院）旧外来棟取り壊しに伴う支障移設工事 〈平成28年1月完成予定〉
　　　　　　　     （瀬戸）実験実習棟新営工事 〈平成28年2月完成予定〉
　　　　　　　     （病院）外来診療棟新営工事（連絡棟改修） 〈平成28年3月完成予定〉
　　　　　　　     （南常三島）埋蔵文化財調査室新営工事 〈平成28年3月完成予定〉

【目的積立金の概略】

【主な施設の整備状況】
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等
、
約
60
名
が
出
席
し
、
香
川
学
長
、

神
山
町
の
後
藤
町
長
に
よ
る
ご
挨
拶
、

本
学
役
員
や
来
賓
の
方
々
に
よ
る
看
板

除
幕
式
が
行
わ
れ
、
大
南
客
員
教
授

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
理
事
長
）

か
ら
学
舎
の
設
置
経
緯
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
後
、
大
学
院
ソ
シ
オ
･
ア
ー

ツ
･
ア
ン
ド
･
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
の

佐
原
准
教
授
か
ら
，
「IT

 D
esign x 

Innovation　

デ
ザ
イ
ン
領
域
か
ら
の

地
域
連
携
＋
産
学
接
続
」
と
題
し
て
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
大
南
客
員
教
授
を

講
師
と
し
て
、
25
名
の
学
生
、
大
学
院

徳
島
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

「
神
山
学
舎
」
を
開
設

 　

本
学
５
ヶ
所
目
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
，
神
山
町
の
神
山
バ

レ
ー
･
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
･
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
に
，
本
学
の
学
生
と
地

域
の
人
達
が
共
に
学
べ
る
、
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
機
能
を
持
っ
た
未
来

の
学
校
「
神
山
学
舎
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

5
月
30
日
に
行
わ
れ
た
設
置
式
典
に

は
、
地
域
の
人
達
や
本
学
学
生
、
教
員

生
ら
が
参
加
す
る
全
学
共
通
教
育
科

目
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
合
宿

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
島
大
学
病
院
新
外
来
診
療
棟
開
院

　

徳
島
大
学
で
は
医
療
の
高
度
化
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
７
年
よ
り
再
開
発

計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

中
央
診
療
棟
及
び
東
西
病
棟
が
完
成
し
、

こ
の
た
び
最
後
の
建
物
と
し
て
大
学
病

院
の
新
し
い
顔
と
な
る
新
外
来
診
療
棟

が
完
成
し
ま
し
た
。
国
道
１
９
２
号
線

沿
い
に
「
徳
島
大
学
病
院
」
の
サ
イ
ン

と
と
も
に
新
し
く
白
い
姿
を
見
せ
て
い

ま
す
。

○
新
外
来
診
療
棟
の
概
要

　

新
外
来
診
療
棟
は
鉄
骨
造
５
階
建
て

延
べ
床
面
積
１
９
，
6
０
０
㎡
で
、
１

階
～
３
階
は
医
科
外
来
部
門
、
４
階
は

歯
科
外
来
部
門
と
手
術
室
２
室
、
５
階

は
日
亜
化
学
工
業
（
株
）
ご
寄
付
に
よ

る
ホ
ー
ル
と
管
理
部
門
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
15
年
に
医
学
部
附
属
病
院
と

歯
学
部
附
属
病
院
が
統
合
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
医
科
・
歯
科
診
療
部
門

は
別
々
の
建
物
に
あ
り
ま
し
た
。
新
外

来
診
療
棟
の
完
成
に
よ
り
、
大
学
病
院

の
医
科
・
歯
科
診
療
部
門
が
す
べ
て
一

体
と
な
り
ま
し
た
。
手
術
室
は
放
射
線

透
視
装
置
を
併
設
し
通
常
手
術
と
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
を
同
時
に
行
え
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
と
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）
用
手
術
室
を
増
設
し
、

現
在
の
手
術
部
門
と
ク
リ
ー
ン
廊
下
で

直
結
し
一
体
運
用
を
行
い
ま
す
。

○
新
外
来
診
療
棟
の
目
指
す
姿

　

徳
島
大
学
病
院
は
徳
島
県
唯
一
の
特

定
機
能
病
院
と
し
て
、「
人
間
尊
重
の
全

人
的
医
療
の
実
践
」、「
高
度
先
端
医
療

の
開
発
と
推
進
」、「
高
い
倫
理
観
を
備

え
た
医
療
人
の
育
成
」、「
地
域
医
療
及

び
社
会
へ
の
貢
献
」の
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

新
外
来
診
療
棟
の
内
装
は
、
白
を
基

調
と
し
た
明
る
い
色
調
で
L
E
D
照
明

や
大
き
な
窓
と
合
わ
せ
て
明
る
い
患
者

環
境
を
、
患
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
動
線
を

分
け
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
患
者
環
境

を
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
受

付
を
導
入
し
待
ち
時
間
の
短
縮
、
混
雑

の
解
消
、
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
を
は
じ

め
病
院
を
訪
れ
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
に
配
慮
し
、
１
階
に
は
、

旧
外
来
診
療
棟
か
ら
移
転
し
た
タ
リ
ー

ズ
コ
ー
ヒ
ー
、
天
吉
う
ど
ん
、
ロ
ー
ソ

ン
が
入
り
、
ス
ペ
ー
ス
も
従
前
よ
り
広

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
く

つ
ろ
げ
る
広
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
テ
ラ
ス
を

用
意
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
治
験
外
来
診
察
室
や
学
生
教

育
用
の
広
い
診
察
室
を
お
い
て
教
育
・

研
究
の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
１
階
玄
関
近
く
に
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
を
お
い
て
患
者
の
入
退
院
手
続
き
、

地
域
連
携
、
各
種
相
談
を
集
約
し
、
１

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
新
外
来
診
療
棟
は
病
院
の
目

標
を
実
現
す
る
原
動
力
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

大南客員教授のディスカッション

看板除幕式

国道側正面外観9月11日 開院記念式典での
テープカットの様子

5
月
30
日

9
月
24
日
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■
２
階

英
語
学
習
･
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ

　

正
課
授
業
に
融
合
し
た
、
英
語
に
よ

る
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

向
上
を
目
的
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

利
用
者
が
英
語
で
交
流
す
る
「
交
流
ス

ペ
ー
ス
」
、
書
籍
や
オ
ン
ラ
イ
ン
英
語

学
習
教
材
な
ど
を
使
っ
た
「
自
学
自
習

ス
ペ
ー
ス
」
、
英
語
学
習
の
相
談
に
対

応
す
る
「
英
語
学
習
相
談
ス
ペ
ー
ス
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語
圏
か
ら
の

留
学
帰
国
学
生
に
対
す
る
継
続
的
英
語

学
習
の
支
援
等
、
英
語
教
育
担
当
教
員

を
中
心
に
各
種
英
語
学
習
の
支
援
を
提

供
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

■
３
階

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
・
地
域
創
生
課

　

全
学
の
地
域
連
携
活
動
を
統
括
し
、

地
域
の
再
生
・
活
性
化
に
関
す
る
課
題

解
決
、
人
材
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も

地
域
創
生
・
国
際
交
流
会
館
の
概
要

　

地
域
創
生
・
国
際
交
流
会
館
は
、
本

学
の
地
域
創
生
並
び
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
等
の
諸
機
能
を
集
約
し
、
地
域

の
住
民
、
地
方
自
治
体
、
企
業
、
日
本

人
学
生
、
外
国
人
留
学
生
、
教
職
員
等

が
集
い
、
本
学
が
掲
げ
る
地
域
活
性
化

や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た
中

核
的
拠
点
と
し
て
、
相
乗
的
な
成
果
を

一
層
に
高
め
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
施

設
で
す
。

■
１
階

多
言
語
交
流
コ
モ
ン
ラ
ウ
ン
ジ

　

本
学
の
日
本
人
学
生
・
教
職
員
や
、

地
域
の
住
民
及
び
高
校
生
等
が
外
国

人
留
学
生
と
多
言
語（
英
語
、中
国
語
、ド

イ
ツ
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、韓
国
語
、日
本
語
）で

対
話
し
、
語
学
力
の
向
上
や
異
文
化
理

解
を
深
化
さ
せ
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

に
、
新
た
に
「
地
域
連
携
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
」
を
設
置
し
、
地
域
か
ら

の
相
談
・
要
望
等
を
一
つ
の
窓
口
で
受

け
付
け
、
学
内
外
の
人
的
・
物
的
資
源

と
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

共
用
室

　

３
つ
の
共
用
室
は
、
日
本
人
学
生
・

外
国
人
留
学
生
と
地
域
住
民
と
の
交
流

の
場
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
外

国
人
留
学
生
の
日
本
語
・
日
本
文
化
教

育
、
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
の
場

と
し
て
多
様
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

■
４
階

国
際
セ
ン
タ
ー
・
国
際
課

　

国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際
交
流
・
留

学
生
支
援
の
拠
点
で
あ
り
、
国
際
課
は

そ
の
総
合
窓
口
で
す
。
大
学
と
地
域
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
、
海
外
協
定

校
等
と
の
国
際
交
流
、
外
国
人
留
学
生

へ
の
日
本
語
教
育
と
学
修
・
生
活
上
の

相
談
・
指
導
、
日
本
人
学
生
に
対
す
る

異
文
化
理
解
教
育
と
海
外
留
学
に
関
す

る
相
談
等
の
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
フ
ロ
ア
で
は
こ
れ
ら
相
談
業

務
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

■
５
階

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー『A

.B
A

』

　

国
立
大
学
初
の
設
置
と
な
る
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー［
愛
称『A

.B
A

』〈
阿

波
の
国
の“
あ
ば
ば
い（
眩
し
い
）”場
〉］は
、

従
来
の
枠
組
み
で
は
解
決
が
困
難
な
社

会
的
事
象
や
課
題
に
対
し
て
、
組
織
、

所
属
、
立
場
の
異
な
る
多
様
な
人
々
が

集
ま
り
、
未
来
志
向
の
対
話
、
デ
ザ
イ

ン
思
考
の
手
法
か
ら
、
新
た
な
発
想
や

解
決
手
段
を
発
見
・
共
有
し
、
相
互
協

力
の
下
で
共
創
、
社
会
実
践
す
る
た
め

の
「
場
」
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
す
。

ス
ペ
ー
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入

れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
多
様
な

什
器
を
配
置
し
、
柔
軟
な
レ
イ
ア
ウ

ト
、
構
成
、
憩
い
、
集
い
、
遊
び
、
食
、

D
I
Y
、
伝
統
、
文
化
の
要
素
を
取
り

入
れ
、
自
由
な
発
想
を
促
す
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
フ
ロ
ア
は
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
避
難
施
設
と
し
て
も
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
を
代
表
し
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
の
山
口
俊
一
氏
か
ら

「
地
方
創
生
、
活
性
化
に
は
、
ま
さ
に

地
方
大
学
は
知
の
拠
点
と
し
て
期
待
し

て
い
る
。
産
学
官
の
み
な
ら
ず
金
融
機

関
も
含
め
た
組
織
が
相
集
い
、
連
携
し

て
、
ま
さ
に
地
方
創
生
に
資
す
る
働
き

を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
ま
た
、
徳
島

県
知
事
の
飯
泉
嘉
門
氏
か
ら
は
「
地
方

創
生
の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
と
な
る
地
域

創
生
･
国
際
交
流
会
館
の
オ
ー
プ
ン
に

あ
た
り
、
地
方
創
生
の
旗
手
“
徳
島
”
、

さ
ら
に
は
日
本
創
生
の
礎
を
徳
島
か
ら

築
い
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
期

待
す
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
、
続
い
て
、
高
石
教
育
担
当
理
事
・

副
学
長
か
ら
会
館
の
概
要
説
明
が
あ
り

地
域
創
生・国
際
交
流
会
館
完
成
記
念

式
典
及
び
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
挙
行

　

地
域
創
生
・
国
際
交
流
会
館
の
完
成

を
祝
い
、
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
完
成
記
念
式
典
及
び
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

式
典
会
場
で
あ
る
５
階
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
人
形
浄
瑠
璃
と

く
し
ま
座
に
よ
る
阿
波
人
形
浄
瑠
璃

「
寿
二
人
三
番
叟
」
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
香
川
学
長
か
ら
「
こ
の

地
域
創
生
・
国
際
交
流
会
館
が
、
多
く

の
方
々
に
こ
れ
ら
の
様
々
な
機
能
を
ご

活
用
い
た
だ
き
、
徳
島
県
に
お
け
る
地

域
創
生
、
国
際
交
流
に
大
い
に
貢
献
す

る
拠
点
と
し
て
、
本
学
の
一
層
の
飛
躍

を
担
う
施
設
と
な
る
こ
と
の
期
待
と
、

こ
の
会
館
が
そ
の
目
的
を
達
成
し
、
ま

た
、
本
学
が
地
域
に
根
ざ
し
た
国
立
大

学
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
で
き
る
よ
う

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
旨
の
式
辞
が

ま
し
た
。

　

完
成
記
念
式
典
終
了
後
に
は
、
会

館
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
第
一
弾

と
し
て
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

『A
.B
A

』
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
の
徳
島
市

長
の
原 

秀
樹
氏
と
、
多
摩
大
学
大

学
院
教
授
で
一
般
社
団
法
人Japan 

Innovation N
etw
ork

代
表
理
事
の
紺

野 

登
氏
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
地
域

創
生
セ
ン
タ
ー
長
の
吉
田
敦
也
教
授
か

ら
、
徳
島
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
『A

.B
A

』
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
本
学
と
徳
島

市
と
の
連
携
事
業
も
兼
ね
て
開
催
し
て

お
り
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
か
ら
お
招
き
し
た
シ
テ
ィ
リ
ペ
ア
創

始
者　

マ
ー
ク
・
レ
イ
ク
マ
ン
氏
か
ら
、

「G
etting Beyond “

im
possible”
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」
と
題
し
て
基
調
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
テ
ィ
リ
ペ
ア
と

は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
実
践
さ
れ
て
い

る
市
民
に
よ
る
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
で
、
代
表
的
な
手
法
と
し
て
地
域

住
民
が
交
差
点
に
ペ
イ
ン
ト
し
、
人
が

集
ま
る
場
所
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
・
リ
ペ
ア
」

な
ど
が
あ
り
、
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る
事
業
で
す
。

　

基
調
講
演
で
は
、
同
氏
の
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
に
お
け
る
活
動
な
ど
、
示
唆
に
富

ん
だ
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
約
１
０
０
名

の
学
内
外
か
ら
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
施
設
見
学
の
後
、
引

き
続
き
、
徳
島
市
と
の
連
携
事
業
の
一

環
と
し
て
“
助
任
の
丘
”
で
開
催
し
た

「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
･
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
、

あ
い
に
く
の
天
候
の
た
め
規
模
を
縮
小

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
徳
島

県
産
の
農
産
物
や
加
工
品
を
生
産
者
が

直
接
販
売
し
て
い
る
「
と
く
し
ま
マ
ル

シ
ェ
」
の
ご
協
力
に
よ
る
地
産
地
消
を

テ
ー
マ
と
し
た
美
味
し
い
料
理
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
参
加
者
が
食
事
と
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
「
憩
い
・
集
い
・
繋
が

る
」
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
24
日

テープカットの様子

学長式辞

マーク・レイ
クマン氏に
よる 基 調
講演

式典参加者の集合写真

祝辞を述べられる山口大臣人形浄瑠璃上演

吉田敦也セ
ンター長 開
会の辞
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年
度
五
月
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

五
月
祭
は
、
こ
の
春
に
徳
島
大
学
に

入
学
し
た
新
入
生
を
歓
迎
し
、
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
2
0
1
5
年
度
五
月
祭
の
テ
ー

マ
は
「W

O
W

!FAN
TASTIC M

AY 

BE

!
」
で
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
が

す
て
き
な
大
学
生
活
を
送
り
、
輝
い
た

毎
日
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。

5
月
23
日
は
、
朝
か
ら
ス
テ
ー
ジ
企

画
、
教
室
企
画
等
が
始
ま
り
、
多
く
の

模
擬
店
も
出
店
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

企
画
で
は
、
新
一
年
生
を
対
象
と
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
華
麗
な

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
に
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
貫
歩

企
画
は
、
悪
天
候
が
懸
念
さ
れ
た
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ク
ル
「
徳

島
大
学S

p
o
rtV
IP

（V
o
lu
n
te
e
r 

In
vo
lvem

en
t P
ro
g
ram

）
」
の

設
立
総
会

ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部
門
の
日
亜
寄
附
講

座
が
10
周
年
を
迎
え
た
年
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
記
念
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と

光
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
や
工
作
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
会
場
に
は
約
3
5
0
名
の
市
民

に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
学
部
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
第
95
回

天
皇
杯
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
決
定

第
20
回
徳
島
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
決
勝
戦
で
、
徳
島
大
学
医
学
部
サ
ッ

カ
ー
部
は
、
イ
エ
ロ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ
を

2
対
0
で
下
し
、
第
95
回
天
皇
杯
全
日

本
選
手
権
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。医

学
部
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
昨
年
行
わ

れ
た
全
日
本
医
科
学
生
大
会
王
座
決
定

戦
で
初
優
勝
し
、
医
学
部
日
本
一
と
な

り
ま
し
た
。そ
の
頃
よ
り
部
員
一
同「
医

学
部
の
枠
を
超
え
よ
う
！
」
を
合
い
言

葉
に
練
習
に
励
み
、
今
回
創
部
以
来
、

初
め
て
天
皇
杯
徳
島
県
予
選
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
技
術
に
勝
る
相
手
か
ら

な
か
な
か
意
図
し
た
よ
う
に
ボ
ー
ル
が

奪
え
な
い
展
開
が
続
き
ま
し
た
が
、
猛

暑
を
味
方
に
付
け
、
徐
々
に
若
さ
を
生

か
し
た
運
動
量
で
圧
倒
し
は
じ
め
、
前

半
33
分
に
中
川
（
3
年
）、
37
分
に
高
松

（
5
年
）
が
得
点
し
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度
五
月
祭
を
開
催

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
２
０
１
５

の
挨
拶
と
と
も
に
、
表
彰
状
・
記
念
品

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
身
近
に
感
じ
て
、
よ

り
多
く
の
学
生
・
教
職
員
に
省
エ
ネ
活

動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

徳
島
大
学
市
民
公
開
講
座

「
未
来
を
拓
く
光
の
世
界
」を
開
催

本
学
の
研
究
成
果
を
広
く
社
会
に
紹

介
し
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
徳
島
大
学
市
民
公
開
講

座
「
未
来
を
拓
く
光
の
世
界
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
市
民
公
開
講
座
で
は
、

本
年
2
0
1
5
年
が
国
際
連
合
が
宣

言
し
た
国
際
光
年
で
あ
る
こ
と
と
、
本

学
工
学
部
に
設
置
し
て
い
る
光
ナ
ノ
テ

徳
島
大
学 

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ク

ル
「
徳
島
大
学SportVIP

（Volunteer 

Involvem
ent Program

）」
の
設
立
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。　

本
サ
ー
ク
ル
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
活

動
に
特
化
し
た
徳
島
大
学
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
、
地
域
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
、
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の
運
営
サ

ポ
ー
ト
）
お
よ
び
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
子
ど
も
や
高
齢
者
の
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
教
室
サ
ポ
ー
ト
）
な
ど
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
活
動
を
展
開
し
、
サ
ー
ク
ル
メ

ン
バ
ー
（
学
生
）
が
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
大
学

内
・
外
の
人
的
交
流
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
（
地
域
づ
く
り
環
境
）

の
構
築
に
必
要
な
実
践
的
能
力
（
経
験
）

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
生
団
体

で
す
。

後
半
は
相
手
の
猛
攻
を
、
G
K
市
川

（
6
年
）
を
中
心
に
し
の
ぎ
き
り
、
2
対

0
で
試
合
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
」

完
成
記
念
式
典
を
挙
行

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
完

成
を
祝
し
、
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
完
成
記
念
式
典
を
行
い
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
常
三
島
キ
ャ
ン

パ
ス
の
工
学
部
構
内
に
あ
り
、
先
端
ロ

ボ
ッ
ト
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
技
術
等
を
開
発
す
る
「
医
工
連

携
研
究
部
門
」、
枯
渇
資
源
対
策
及
び

未
利
用
資
源
か
ら
の
有
用
資
源
回
収
等

に
関
す
る
研
究
を
行
う
「
資
源
循
環

研
究
部
門
」、
新
し
い
光
機
能
材
料
や

光
デ
バ
イ
ス
の
開
発
を
行
う
「
光
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部
門
」
の
3
部
門
の
各

種
研
究
室
や
実
験
室
の
ほ
か
、
大
学
と

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

本
学
各
学
部
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
本
学
へ
入
学
を

希
望
す
る
方
並
び
に
そ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
大
学
の
入
試
制
度
や

学
部
概
要
、
学
生
生
活
に
つ
い
て
ご
説

明
す
る
と
同
時
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
教

育
・
研
究
施
設
を
公
開
し
、
模
擬
授
業

な
ど
で
大
学
を
直
に
体
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
8
月
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

各
学
部
で
は
、
教
員
が
模
擬
授
業
・

実
習
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
在
学
生
が

学
内
施
設
を
案
内
し
た
り
、
体
験
談
を

紹
介
す
る
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に

は
大
学
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た

よ
う
で
し
た
。

共
同
研
究
す
る
外
部
の
研
究
者
の
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
て
い
ま
す
。
今
後
、

次
代
に
結
び
つ
く
更
な
る
成
果
を
上
げ
、

地
域
と
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
を
挙
行

徳
島
大
学
で
は
、
省
エ
ネ
推
進
を
目

的
に
省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
募
集
を
行
っ
た

結
果
を
受
け
、
7
月
9
日
に
表
彰
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
香
川
学

長
、
各
理
事
、
最
優
秀
賞
の
長
田
さ
ん
、

優
秀
賞
の
庄
野
さ
ん
、
堀
川
さ
ん
が
出

席
し
ま
し
た
。

香
川
学
長
か
ら
「
省
エ
ネ
に
積
極
的

な
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
大
学
の
省
エ

ネ
活
動
に
弾
み
が
付
き
ま
し
た
。」
と

第
19
回
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
徳
島
を
開
催

徳
島
大
学
工
学
部
に
お
い
て
「
第
19

回
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

i
n 

徳
島
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が

実
際
に
科
学
実
験
等
に
参
加
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
科
学
の
楽
し
さ
や
不
思
議

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

地
域
に
お
い
て
も
夏
休
み
期
間
中
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場

に
は
、
2
日
間
で
約
8
、
5
0
0
人

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
月
23
日

6
月
12
日

7
月
9
日

7
月
11
日

6
月
4
日

8
月
8
日
・
9
日

8
月
2
日

8
月
5
日
～
10
日


